
条

約

平成年月日 水曜日 (号外第号)官 報

二
千
四
年
の
船
舶
の
バ
ラ
ス
ト
水
及
び
沈
殿
物
の
規
制
及
び
管
理
の
た
め
の
国
際
条
約
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
九
年
五
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

有
害
な
水
生
生
物
及
び
病
原
体
の
移
動
を
継
続
的
に
防
止
し
、
最
小
に
し
、
及
び
究
極
的
に
除
去
す
る
こ
と
と
な
る

一
層
安
全
か
つ
効
果
的
な
バ
ラ
ス
ト
水
管
理
の
方
法
の
開
発
を
継
続
す
る
こ
と
を
希
望
し
、

船
舶
の
バ
ラ
ス
ト
水
及
び
沈
殿
物
の
規
制
及
び
管
理
に
よ
り
、
有
害
な
水
生
生
物
及
び
病
原
体
の
移
動
か
ら
生
ず
る

環
境
、
人
の
健
康
、
財
産
及
び
資
源
に
対
す
る
危
険
を
防
止
し
、
最
小
に
し
、
及
び
究
極
的
に
除
去
し
、
当
該
規
制
か

ら
生
ず
る
望
ま
し
く
な
い
影
響
を
回
避
し
、
並
び
に
関
連
す
る
知
識
及
び
技
術
の
開
発
を
奨
励
す
る
こ
と
を
決
意
し
、

こ
れ
ら
の
目
的
は
、
船
舶
の
バ
ラ
ス
ト
水
及
び
沈
殿
物
の
規
制
及
び
管
理
の
た
め
の
国
際
条
約
の
締
結
に
よ
っ
て
最

も
よ
く
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、

次
の
と
お
り
協
定
し
た
。

第
一
条

定
義

こ
の
条
約
の
適
用
上
、
別
段
の
明
示
の
定
め
が
な
い
限
り
、

１

「
主
管
庁
」
と
は
、
そ
の
権
限
の
下
で
船
舶
が
運
航
し
て
い
る
国
の
政
府
を
い
う
。
い
か
な
る
国
を
旗
国
と
す
る

船
舶
も
、
主
管
庁
は
、
そ
の
国
の
政
府
と
す
る
。
沿
岸
国
が
天
然
資
源
の
探
査
及
び
開
発
に
つ
い
て
主
権
的
権
利
を

行
使
す
る
当
該
沿
岸
国
の
海
岸
に
接
続
す
る
海
底
及
び
そ
の
下
の
探
査
及
び
開
発
に
従
事
し
て
い
る
浮
体
式
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
（
浮
体
式
貯
蔵
施
設
（
Ｆ
Ｓ
Ｕ
）
及
び
浮
体
式
生
産
貯
蔵
・
取
卸
施
設
（
Ｆ
Ｐ
Ｓ
Ｏ
）
を
含
む
。）に
関

し
て
は
、
主
管
庁
は
、
当
該
沿
岸
国
の
政
府
と
す
る
。

（
漁
業
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

漁
業
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
五
項
中
「
第
十
五
条
の
二
」
を
「
第
十
五
条
」
に
、「
に
準
用
す
る
」
を「
に
つ
い
て
準
用
す
る
」に
、「
第

八
十
九
条
第
七
項
」
を
「
第
八
十
九
条
第
八
項
」
に
、「
期
間
」
と
あ
る
の
は
「
」
を
「
調
製
の
期
日
及
び
異
議
の
申

出
期
間
」
と
あ
る
の
は
「
調
製
、
縦
覧
及
び
確
定
に
関
す
る
期
日
及
び
」
に
改
め
、「
及
び
期
間
」
と
」
の
下
に

「
、
同
条
第
二
項
中
「
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
選

挙
人
の
年
齢
は
、
そ
の
選
挙
人
名
簿
の
確
定
の
期
日
に
よ
り
算
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
同
令
第
二
十
二
条

第
二
項
中
「
場
合
に
は
」
と
あ
る
の
は
「
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
選
挙
人
名
簿
が
確
定
し
た
と
き
は
」
と
」
を
加
え

る
。第

九
条
及
び
第
二
十
三
条
中
「
第
三
十
四
条
の
二
」
の
下
に
「
、
第
三
十
四
条
の
三
」
を
加
え
、「
に
準
用
す
る
」

を
「
に
つ
い
て
準
用
す
る
」
に
、「
規
定
の
中
で
同
表
中
欄
に
掲
げ
る
も
の
」
を
「
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字

句
」
に
、「
下
欄
の
よ
う
に
」
を
「
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
」
に
改
め
る
。

（
日
本
国
憲
法
の
改
正
手
続
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
六
条

日
本
国
憲
法
の
改
正
手
続
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
二
年
政
令
第
百
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
中
「
に
お
い
て
準
用
す
る
公
職
選
挙
法
第
二
十
四
条
第
一
項
」
及
び
「
に
お
い
て
準
用
す
る
公
職
選
挙
法

（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
四
条
第
一
項
」
を
削
る
。

第
十
一
条
中
「
第
二
十
条
第
二
項
」
と
」
の
下
に
「
、「
選
挙
人
名
簿
記
載
書
類
」
と
あ
る
の
は
「
投
票
人
名
簿
記

載
書
類
」
と
」
を
加
え
、「
同
条
第
五
項
」
を「「
選
挙
人
名
簿
記
載
書
類
」
と
あ
る
の
は
「
投
票
人
名
簿
記
載
書
類
」

と
、
同
条
第
三
項
中
「
選
挙
人
名
簿
記
載
書
類
」
と
あ
る
の
は
「
投
票
人
名
簿
記
載
書
類
」
と
、
同
条
第
五
項
」に
、

「「
法
第
三
十
条
」
を「「
法
第
三
十
条
第
一
項
」
に
、「
第
三
十
条
」
と
、」を
「
第
三
十
条
第
一
項
」
と
、「
の
期
日
及

び
異
議
の
申
出
期
間
」
と
あ
る
の
は
「
、
縦
覧
及
び
異
議
の
申
出
に
対
す
る
決
定
に
関
す
る
期
日
及
び
期
間
」
と
、」

に
、「
又
は
第
二
項
」
を
「
又
は
第
三
項
」
に
、「
第
三
十
条
」
と
読
み
替
え
る
」
を
「
第
三
十
条
第
一
項
」
と
読
み
替

え
る
」
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
中
「
に
お
い
て
準
用
す
る
公
職
選
挙
法
第
二
十
四
条
第
一
項
」
及
び
「
に
お
い
て
準
用
す
る
公
職
選

挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
四
条
第
一
項
」
を
削
る
。

第
三
十
二
条
第
一
項
中
「
第
三
十
三
条
第
二
項
」
と
」
の
下
に
「
、「
選
挙
人
名
簿
記
載
書
類
」
と
あ
る
の
は
「
在

外
投
票
人
名
簿
記
載
書
類
」
と
」
を
加
え
、「
）
又
は
申
請
の
時
（
同
項
に
規
定
す
る
申
請
の
時
を
い
う
。）に
お
け
る

本
籍
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
住
所
」
と
あ
る
の
は
「
最
終
住
所
（
憲
法
改
正
手
続
法
第
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定

す
る
最
終
住
所
を
い
う
。）又
は
申
請
の
時
（
同
項
に
規
定
す
る
申
請
の
時
を
い
う
。）に
お
け
る
本
籍
」
と
」
を
「
次

項
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
申
請
の
時
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
申
請
の
時
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
お

け
る
本
籍
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
住
所
」
と
あ
る
の
は
「
最
終
住
所
又
は
申
請
の
時
に
お
け
る
本
籍
」
と
、「
選
挙

人
名
簿
記
載
書
類
」
と
あ
る
の
は
「
在
外
投
票
人
名
簿
記
載
書
類
」
と
、
同
条
第
三
項
中「
選
挙
人
名
簿
記
載
書
類
」

と
あ
る
の
は
「
在
外
投
票
人
名
簿
記
載
書
類
」
と
」
に
、「「
法
第
三
十
条
」
を「「
法
第
三
十
条
第
一
項
」
に
、「
第
三

十
条
」
と
、」を
「
第
三
十
条
第
一
項
」
と
、「
の
期
日
及
び
異
議
の
申
出
期
間
」
と
あ
る
の
は
「
、
縦
覧
及
び
異
議
の

申
出
に
対
す
る
決
定
に
関
す
る
期
日
及
び
期
間
」
と
、」に
、「
又
は
第
二
項
」
を
「
又
は
第
三
項
」
に
、「
第
三
十
条
」

と
読
み
替
え
る
」
を
「
第
三
十
条
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
」
に
改
め
る
。

総
務
大
臣

山
本

早
苗

農
林
水
産
大
臣

山
本

有
二

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

条
約
第
十
二
号

二
千
四
年
の
船
舶
の
バ
ラ
ス
ト
水
及
び
沈
殿
物
の
規
制
及
び
管
理
の
た
め
の
国
際
条
約

こ
の
条
約
の
締
約
国
は
、

千
九
百
八
十
二
年
の
海
洋
法
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
（
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
）第
百
九
十
六
条
１
が
、「
い
ず
れ
の
国
も
、

自
国
の
管
轄
又
は
管
理
の
下
に
お
け
る
技
術
の
利
用
に
起
因
す
る
海
洋
環
境
の
汚
染
及
び
海
洋
環
境
の
特
定
の
部
分
に

重
大
か
つ
有
害
な
変
化
を
も
た
ら
す
お
そ
れ
の
あ
る
外
来
種
又
は
新
種
の
当
該
部
分
へ
の
導
入
（
意
図
的
で
あ
る
か
否

か
を
問
わ
な
い
。）を
防
止
し
、
軽
減
し
及
び
規
制
す
る
た
め
に
必
要
な
す
べ
て
の
措
置
を
と
る
。」と
規
定
し
て
い
る
こ

と
を
想
起
し
、

千
九
百
九
十
二
年
の
生
物
の
多
様
性
に
関
す
る
条
約
（
Ｃ
Ｂ
Ｄ
）
の
目
的
、
船
舶
の
バ
ラ
ス
ト
水
を
介
す
る
有
害
な

水
生
生
物
及
び
病
原
体
の
移
動
及
び
導
入
が
生
物
の
多
様
性
の
保
全
及
び
持
続
可
能
な
利
用
を
脅
か
し
て
い
る
こ
と
、

千
九
百
九
十
八
年
の
生
物
の
多
様
性
に
関
す
る
条
約
の
締
約
国
会
議
（
第
四
回
会
合
）
に
お
け
る
海
洋
及
び
沿
岸
の
生

態
系
の
保
全
及
び
持
続
可
能
な
利
用
に
関
す
る
決
定
第
五
号
（
第
四
回
会
合
）
並
び
に
二
千
二
年
の
生
物
の
多
様
性
に

関
す
る
条
約
の
締
約
国
会
議
（
第
六
回
会
合
）
に
お
け
る
生
態
系
、
生
息
地
又
は
種
を
脅
か
す
外
来
種
に
関
す
る
決
定

第
二
十
三
号
（
第
六
回
会
合
）（
侵
入
種
に
関
す
る
基
本
原
則
を
含
む
。）に
留
意
し
、

さ
ら
に
、
千
九
百
九
十
二
年
の
国
際
連
合
環
境
開
発
会
議
（
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｄ
）
が
、
国
際
海
事
機
関
に
対
し
、
バ
ラ
ス

ト
水
の
排
出
に
関
す
る
適
当
な
規
則
の
採
択
を
検
討
す
る
よ
う
要
請
し
た
こ
と
に
留
意
し
、

環
境
及
び
開
発
に
関
す
る
リ
オ
宣
言
の
原
則
15
及
び
千
九
百
九
十
五
年
九
月
十
五
日
に
国
際
海
事
機
関
の
海
洋
環
境

保
護
委
員
会
で
採
択
さ
れ
た
決
議
Ｍ
Ｅ
Ｐ
Ｃ
六
七

に
規
定
す
る
予
防
的
な
取
組
方
法
に
留
意
し
、

ま
た
、
二
千
二
年
の
持
続
可
能
な
開
発
に
関
す
る
世
界
首
脳
会
議
が
、
そ
の
実
施
計
画
第
三
十
四
項
⒝
に
お
い
て
、

バ
ラ
ス
ト
水
に
お
け
る
外
来
侵
入
種
に
対
処
す
る
措
置
の
立
案
を
促
進
す
る
た
め
に
全
て
の
段
階
に
お
け
る
行
動
を
要

請
し
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
、

船
舶
か
ら
の
バ
ラ
ス
ト
水
及
び
沈
殿
物
の
規
制
さ
れ
て
い
な
い
排
出
が
、
環
境
、
人
の
健
康
、
財
産
及
び
資
源
に
害

を
与
え
る
有
害
な
水
生
生
物
及
び
病
原
体
の
移
動
の
起
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
、

国
際
海
事
機
関
が
、
有
害
な
水
生
生
物
及
び
病
原
体
の
移
動
に
対
処
す
る
目
的
で
採
択
さ
れ
た
千
九
百
九
十
三
年
の

総
会
決
議
Ａ
七
七
四

及
び
千
九
百
九
十
七
年
の
総
会
決
議
Ａ
八
六
八

に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
な
問
題
に
重
点
を
置
い

て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、

さ
ら
に
、
複
数
の
国
が
、自
国
の
港
に
入
る
船
舶
に
よ
る
有
害
な
水
生
生
物
及
び
病
原
体
の
導
入
の
危
険
を
防
止
し
、

最
小
に
し
、
及
び
究
極
的
に
除
去
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
個
別
の
行
動
を
と
っ
て
い
る
こ
と
並
び
に
世
界
的
な
懸
念

と
な
っ
て
い
る
こ
の
よ
う
な
問
題
に
は
効
果
的
な
実
施
及
び
統
一
的
な
解
釈
の
た
め
の
指
針
と
共
に
世
界
的
に
適
用
さ

れ
る
規
制
に
基
づ
く
行
動
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、
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